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～持続可能な社会を目指すエネルギー環境教育の実践～



仙台市立南小泉小学校の概要
児童数 502名 開校 明治6年7月1日
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本校のエネルギー環境教育
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エネルギー環境教育推進のポイント

エネルギー環境教育のねらい
エネルギー環境教育を通したキャリア教育の推進
ESDとエネルギー環境教育
総合的な学習の時間との関係
教材開発のための5つの視点

（体系的なカリキュラムを目指して）
学び方を学ぶ「探究型学習」
授業を共に創造する連携
クロスカリキュラム
目標と評価
エネルギー環境教育年間計画
実践から



エネルギー環境教育のねらい

学校におけるエネルギー環境教育の目標

持続可能な社会の構築をめざし，エネルギー・環境問題の解決
に向け、生涯を通じて主体的かつ適切に判断し行動できる人
間を育成する。

持続可能な社会の構築をめざし，エネルギー・環境にかかわる諸
活動を通じて，エネルギー・環境問題に関する理解を深めるとと
もに技能を身につけ，その解決に向けて課題意識を醸成し，成長
や発達に応じて，主体的かつ適切に判断し行動できる資質や能
力を養う。



エネルギー環境教育を通した
キャリア教育の推進

エネルギー環境教育

持続可能な社会の構築をめ
ざして、エネルギーやエネル
ギー・環境問題にかかわる諸
活動を通じて、エネルギーや
エネルギー・環境問題に関す
る理解を深めると共に課題
式を醸成し、その解決に向け
て適切に判断し、行動できる
資質や能力を養う。

人間関係・社会形
成能力（かかわる
力）

自己理解・自己管
理能力（みつめる
力）

キャリアプランニ
ング能力（みとお
す力）

（情報活用能力・
いかす力）

課題対応能力（う
ごく力）



ESDとエネルギー環境教育

ESDの

構成概念

多様性

相互性

有限性

公平性

連携性

責任制

ESDの
構成概念



ESDとエネルギー環境教育



ESDの視点に
立った重視
する能力・態

度

批判的に
考える力

未来像を
予測して計
画を立てる
力

多面的、総
合的に考
える力

コミュニ
ケーション
を行う力

他者と協力
する態度

つながりを
尊重する態

度

進んで参
加する態度

ESDの
能力・態度



ESD教育を通して育てたい能力と態度





総合的な学習の時間
⇔エネルギー環境教育

⇔キャリア教育

○横断的・総合的な学習や探究的な学習

○自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に

判断し，よりよく問題を解決する資質や能力の育成

○学び方や考え方を身につける

○問題の解決や探究活動に主体的，

創造的，共同的に取り組む態度を育成

○自己の生き方を考える

総合的な学習の時間との関係



エネルギー環境教育教材
開発のための5つの視点

身のまわりにある

エネルギー

私たちの生活と

エネルギー

限りある

エネルギー

エネルギーと

環境破壊

大切にしなければなら
ないエネルギー

教材開発のための5つの視点
～体系的なカリキュラムを目指して～

風・水・太陽・電池・光電池

発電。電気。資源エネル
ギー 等

電気の利用・動力源・電気
製品の利用・資源・エネル
ギー資源 等

有限なエネルギー資源・エ
ネルギー自給率・発電方
法のメリットデメリット 等

環境問題・地球温暖化・地
層処分 等

省エネルギー・エネルギー
の持続的利用 等



エネルギー環境教育教材
開発のための5つの視点

身のまわりにある

エネルギー

私たちの生活と

エネルギー

限りある

エネルギー

エネルギーと

環境破壊

大切にしなければなら
ないエネルギー

教材開発のための5つの視点（低学年）

ア）風や水はものを動かす
イ）太陽は明るく暖かい
ウ）電池にものをつなぐと動いた
り、音や光を出したりする

ア）風や水の力を遊びに利用することがで
きる
イ）日常生活で太陽の光を利用している
ウ）電池は家庭生活のいろいろなところで
使われている

ア）使える水には限りがあり、風は一定に
吹かない
イ）太陽の光は曇りの日や夜には利用でき
ない
ウ）電池は使っている内に使えなくなる

ア）風や水の勢いが強すぎると困るこ
とがある
イ）日差しが強すぎること困ることが
ある
ウ）電池の中には危険な者が入ってい
る

ア）風・水・日光や電池は上手に使
うと楽しく遊ぶことができる
イ）使い終わった電池は分けて捨
てなければならない



エネルギー環境教育教材
開発のための5つの視点

身のまわりにある

エネルギー

私たちの生活と

エネルギー

限りある

エネルギー

エネルギーと

環境破壊

大切にしなければなら
ないエネルギー

教材開発のための5つの視点（中学年）

ア）薪や炭は燃料になる
イ）電気は、光・熱・音になり、様々な方
法で作られ、光電池は光を電気に変え
る。
ウ）石油や天然ガスは燃料となる

ア）水・風・日光・薪谷木炭などは。水源・熱
源・動力源として利用されてきた
イ）電化製品や光電池は、家庭生活で様々
に利用されている
ウ）灯油・ガソリン・都市ガス・プロパンガス
などが家庭で利用されている

ア）水・風・日光は、いつも利用できるわけでは
なく、薪谷木炭は利用できる量に限りがある
イ）電池にためられるエネルギーには限りがあ
り、光電池は光の量で発電量が制限される
ウ）燃料は使うとなくなる

ア）ものを燃やすと地球温暖化の現員
になるものと灰がでる
イ）電気は正しく使わないと感電したり
火事を起こしたりする
ウ）燃料を燃やすと有害なものが出る

ア）エネルギーの課題に関心を持
ち、進んで調べ、行動することが
大切である。
イ）過程や学校で使われている
エネルギーの使用を抑えなけれ
ばならない



エネルギー環境教育教材
開発のための5つの視点

身のまわりにある

エネルギー

私たちの生活と

エネルギー

限りある

エネルギー

エネルギーと

環境破壊

大切にしなければなら
ないエネルギー

教材開発のための5つの視点（高学年）

ア）水力・風力・火力・原子力。太陽光な
どによって発電することができる
イ）化石エネルギー資源は地中で長い
年月をかけて作られたものである

ア）水力・風力・太陽光などはクリーンエネル
ギー資源として利用されている
イ）電気は利便性、快適性に優れ、現代社会
においては広く利用されている
ウ）石油、石炭、天然ガスは現代社会におい
て最も利用されているエネルギーである

ア）自然エネルギーの大規模な利用には、困難
が伴う
イ）発電に伴い環境破壊を招くことがある
ウ）化石エネルギー資源の燃焼は、大気汚染や
地球温暖かを招く鯨飲となる

ア）ダムの造成などの大規模な水源資源
開発には環境破壊を伴う
イ）発電に伴い環境破壊を招くことがある
ウ）化石エネルギー資源の燃焼は、大気汚
染や地球温暖かを招く

ア）エネルギー問題の解決のためには、
環境に負荷をかけないことが大切であ
る
イ）化石エネルギーの持続的利用のた
めに様々な場面で省エネルギー・省エ
ネルギー行動につとめなければならな
い



学び方を学ぶ「探究型学習」

体験型

参加型

問題

解決型

・児童の経験の再構築
・自然体験・社会体験を通した
対話やふれあいを重視
・動機付けや興味関心の喚起
を重視

・環境やエネルギーに関わる活動
や体験を通して、環境保全の意
味や重要性、生活を支えるエネ
ルギーの役割や重要性を考える
と共に、その具体的学習方法を
学ぶ

・児童が自ら見つけたり、感じたり
した問題を児童自らが追究し、そ
の過程で培われた思考や価値判
断に基づいて実践的な活動へと
発展させ児童自らが解決してい
く

低学年

中高学年

高学年



授業を共に創造する連携

専門的な知識が必要な場面

具体的な現場の様子からの学び

体験的な活動

学習の深化



連携の実践例
東北電力株式会社仙台営業所との連携

○カリキュラムに基づいた年間計画
○実践授業のプランニングの支援
○実践授業への参加
○授業後の検討会への参加
○見学施設・コースのコーディネート
○施設見学の支援
○発信に対する支援

受動的な連
携から能動
的な連携へ

学習内容や活動が
外部講師に委ねられ
るのではなく，学校
のアイディアやねら
いが実現される連携

カリキュ
ラムに
基づい
た打合
せ

指導計
画の話
し合い

協働の
教材づく
り

授業

施設見
学等の
支援

授業後
の検討

成果と
課題の
共有



クロスカリキュラム

学習

テーマ

総合的な

学習の時間

社会科

理科

家庭科

図画工作科

国語科



4年生 電気はどこから？総合的な学習の時間
電気はどこから？
コンセントを調べよう

総合的な学習の時間
電気はどこから？
キュービクルをさが

せ！

総合的な学習の時間
電気はどこから？
配電線を追いかけよう

社会科
くらしをささえる電気
電気の利用の仕方を

考えよう

総合的な学習の時間
電気はどこから？

調べたことを壁新聞に
まとめよう

社会科
くらしをささえる電気
変電所・発電所見学

総合的な学習の時間
電気はどこから？
クイズ大会をしよう

理科
電気のはたらき

光電池のはたらきを
調べよう

理科
ハイブリッドカーを

つくろう

総合的な学習の時間
電気はどこから？
送電線をおいかけよう

電力

電力

電力

電力

電力

電力



５年生 省エネマスター
になろう

総合的な学習の時間
生活に欠かせない
エネルギー

総合的な学習の時間
イルミネーションプラ
ンナーになろう

図画工作科
イルミネーションの制

作

総合的な学習の時間
イルミネーション点灯
式・地域への発信

総合的な学習の時間
エコワットで調査

社会科
エコカー自動車工場

見学

総合的な学習の時間
灯りのウェビング

総合的な学習の時間
LED・白熱球・蛍光灯

の比較実験

家庭科
エコクッキング

総合的な学習の時間
緑のカーテン

電力

電力

電力

電力

ガス局

工場
自動車
工場

灯りをともそう



本校のエネルギー環境教育の目標と評価



エネルギー環境教育年間計画（1年生～3年生）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年

9 7

生活科

乾電池・モーター・ペットボトル温水器

2年

15

生活科

風輪・水車

3年

47

総合的な学習の時間＋理科

太陽ってすごい！



エネルギー環境教育年間計画（４年生～６年生）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

４年

65

総合的な学習の時間＋社会科＋理科

電気はどこから？

５年

68

総合的な学習の時間＋図画工作科＋家庭科＋社会科

省エネマスターへの道

６年

81

総合的な学習の時間＋国語科＋家庭科＋理科

未来へ



実践事例

第4学年

「電気はどこから？」

第5学年

「省エネマスターへの道」

～あかりを灯そう～



５年生の実践

省エネマスターへの道
総合的な学習の時間＋家庭科＋社会科＋図画工作科＋理科

単元名 「省エネで心もポカポカ」
小単元名 「灯かりをともそう」
２単元の目標

・ＬＥＤの省エネ性能を知り，この性能が社会に普及している理由
であり社会全体で省エネ製品の利用を進
めることの大切さを考えることができる。（うごく力）

・あかりの持つ温かさや美しさなどに気付き，あかりのよさを味わ
いながら，空間をあたたかく彩るデザインを考えることができる。
（いかす力，みとおす力）

・あかりのもつ様々な役割を考え，友達と意見を交換し合いなが
ら創意工夫をして学習することができる。
（かかわる力）



学習のスタート

振り返り・実験



中央給電指令所
と

水力発電所見学



緑のカーテンと
エコクッキング



省エネに
ついて学ぶ



あかりを
ともそう



イルミネーション
プランナーに
なろう！！



学習成果
の発信



電気はどこから？

第4学年の実践



コンセントをさがせ！！



キュービクルはどこだ！？



配電線をおいかけよう！

（変電所見学）



送電線を追いかけよう

（発電所見学）



壁新聞を作ろう



各学年の実践の様子

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生



1年生



2年生



3年生



4年生



5年生



6年生



地域との
連携

地域との
連携



実践から
エネルギー環境教育を推進するためには

○エネルギー環境教育の目指すものを理解すること
○目標を明確にすること
○体系的なカリキュラムの構築
○外部との連携
○評価

○教科等との関連
教科
ESD
キャリア教育



実践から
エネルギー環境教育の実践から得たもの

○新しいものチャレンジすること
○教材研究 連携

教師も児童もこれまでにない経験
○取組への自信
○答えのない課題を通して考える力を育成
○一生懸命に取り組んでいる姿を発信
○自己肯定感と自己有用感
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